
（別紙３）

～ 2025年10月31日

（対象者数） 22 （回答者数）
15

～ 2026年1月30日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
年齢相応のステージを１人ひとりが知っていくため、中学生

のグループミーティングを実施していく予定

2
企業を見学したり社会の仕組みに触れたり、体験したりでき

る活動を小グループで実施していく予定

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員１人ひとりの強みや経験を発揮した関わり方を認めあ

い、自分にしかできない支援（アプローチ）をチームとして

実践できる事業所を目指す

2

事業所通信の内容見直しと工夫

・訓練実施の事前又は事後報告を載せる

・活動予定にない内容（例）企業見学や買い物体験など、当

日利用のご家庭にのみお知らせしていることも多いため通信

に載せて知ってもらう機会をつくる

3

建物については、必要に応じて修繕対応を行っているが、空

間の活用については子ども目線で改善を行っていくことが必

要

必要な教材につては随時購入しているが、古くなったり破損

した玩具を定期的に入替をしていく

○事業所名 さぽーとｎａｖｉ東光センター

○保護者評価実施期間
2025年10月10日

○保護者評価有効回答数

2026年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の環境整備
建物環境：限られた空間や老朽化した部分がある

教材等：以前使っていたが現在は使っていない教材や玩具

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の入れ替わりがあり、発達支援の経験がないスタッフも支

援にあたっている

日々の支援や支援会議などを通して、個人個人の具体的な特性

の理解や環境への配慮を伝えているところ

非常時の訓練や社会見学など、アンケート結果でわからないと

の回答があった項目の周知

年2回の災害を含む避難訓練や職員の研修を行っているが、保

護者への詳細報告がされていなかった

現在小学１年生から中学２年生までの児童を支援しています

縦年齢児との交流や関係性を重視して、小さな社会を意識しで

きる環境を整えています

年下の子がお兄さんやお姉さんを手本にしたり、年長の児童が

サポートをしたりアドバス的な行動ができた場合には、職員が

称賛したり受けての児童の気持ちを代弁するなどしている

祝日も開所しており、土曜日や祝日は余暇を中心とした内容を

組んでいる

将来「生活・仕事・余暇」のバランスに繋がるような視点を事

業所として取り入れている

事業所における自己評価総括表公表


